








グループCFO、企画・財務部門統括代行の中俣でございます。
まずは全体を総括して説明いたします。

23年3月期の上期実績について、CVは、半導体不足及び上海ロックダウ
ンによる部品供給不足の影響を大きく受けました。
損益は、資材費及び物流費が高騰したものの、LCVのVOL増加及び円安進
行により、増益となりました。

23年3月期の見通しについて、海外市場は、CV・LCV共に引き続き好調で
す。 一方で、CVにおける半導体供給は、回復基調ではあるものの、想定
に対して遅れており、先進国向けでもう一段 減産影響が発生する見込み
です。
資材費は、現地調達品も含めて、期初の想定を超えて上昇しています。
損益は、資材費の更なる高騰、及び半導体不足の影響があるものの、売
上構成 の改善及び大幅な円安進行により、通期の見通しを上方修正いた
します。



続いてサプライチェーンの混乱による影響について、説明いたします。
日本では、上期は半導体不足による生産制約が続きました。また、上海ロックダウン
の影響も重なり、CVでライン稼働停止を伴う減産影響が発生しましたが、こちらは既
に収束しています。半導体不足は下期にも継続する見込みです。回復基調は続いてい
るものの、今期中の正常化は見込めない状況です。
タイでは、一部の部品で不安定な供給が継続しているものの、ライン稼働には大きな
影響を及ぼしておらず、今後も高水準の稼働を予定しております。



23年3月期上期実績の総括です。
グローバル販売台数は、半導体不足による生産制約を受け、国内CVは先期を大きく下
回った一方で、新興国市場向けに生産を振り替えた結果海外CVは先期を上回っており
ます。LCVは、半導体供給の改善を受け、先期を大きく上回る結果となりました。

売上高は、販売台数の増加に加え、UDトラックスの取り込みもあり、先期から3,482
億円の増収となりました。損益につきましては、資材費等が高騰したものの、販売台
数増加及び為替による増益効果もあり、増収増益となりました。



23年3月期通期見通しの総括です。
グローバル販売台数は、期初見通しと比較して、CVでは半導体供給の回復が遅れてい
ることを受け、国内・海外共に減少 を見込みます。 LCVではタイ国内向けと輸出で入
り組みはあるものの、期初見通し並みの台数を見込みます。
売上高は、販売台数の見通しは減少する ものの、大幅な円安進行による為替効果によ
り、上方修正いたします。
損益は、資材費の高騰が続くものの、 売上構成 の改善及び大幅な円安進行による増益
を受け、期初見通しからの増益を見込みます。

配当予想は、当期利益の見通しを上方修正することを受けて、期初見通しより6円増加
の1株当たり72円といたします。



続いて、23年3月期上期実績及び通期見通しについて、詳細を説明いたし
ます。



CVグローバル販売について説明いたします。
上期のCVグローバル販売台数は、半導体不足及び上海ロックダウンの影響に
より、先期より微増の175千台に留まりました。下期につきましては、想定よ
り遅いペースではあるものの、半導体不足の回復を受け、日本 向けCVの販売
台数の改善を見込んでおります。



こちらは、5月の公表値との比較です。
今回見通しは、半導体供給の回復遅れを反映しており、日本・北米といった
先進国向けCVで見通しを引き下げています。
一方で、少しでも早く車両をお客様にお届けするべく、販売までのリードタ
イム短縮により減産影響を最小限に留めるように努めてまいります。



11

上期の 国内全需とシェア実績です。
全需は、各社の生産制約を受け、普通トラック・小型トラックともに先期を
大きく下回りました。
シェア は、普通トラックではいすゞ・UDトラックスともに先期を上回った
ものの、小型トラックでは、生産制約によりシェアを大きく落としておりま
す。

なお、全需の通期見通しは、普通トラック・小型トラックともに引き続き未
定といたします。



LCVグローバル販売台数です。
上期は、半導体不足による減産影響が大きかった先期と比較して、販売台数
はタイ国内向け・輸出ともに大きく増加いたしました。下期も同様に、先期
と比較して大きく増加する見込みです。



こちらは、5月の公表値との比較です。
一部部品の供給改善を受け、トータルの販売台数の変動ありませんが、仕向
及び車型を見直した結果、タイ向け減、輸出増となって おります。
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上期の タイLCV全需・シェア、及びLCV生産台数実績です。
全需が回復する中で、シェアは先期を上回ることができました。
生産台数についても、半導体不足の影響を大きく受けていた先期に比べて、
大幅に増加しました。



産業用エンジン出荷及び アフターセールス売上です。
産業用エンジンの上期の出荷基数は、中国建機需要の減速及び半導体不
足により、先期を下回りました。通期見通しも引き下げております。

アフターセールス売上は、円安の為替効果に加え、国内・海外共に順調
に増加していることから、通期見通しを引き上げます。
なお、先期の売上にはUDトラックスの4月〜6月の売上は含まれていませ
ん。



続いて、23年3月期上期の営業利益の増減分析です。
資材費・物流費の歴史的な高騰が続いているものの、VOL増、大幅な円
安の進行に加えて、原価低減活動及び価格対応といった採算改善を進め
たことによって、 149億円の増益となりました。

為替実績は表に記載した通りでございます。
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23年3月期上期の営業利益以下の説明です。
当期利益は、経常利益1,255億円から投資有価証券売却損益及び固定資産売廃却損益
等、法人税等、及び非支配株主に帰属する当期純利益を差し引き、730億円となりま
した。

なお、損益の対前年比増減において、経常利益の増益幅+189億円と比較して、当期
利益の増益幅は+19億円と小さくなっております。これは、主に先期に税効果会計に
よる一過性の利益が含まれていることに因ります。
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続いて、23年3月期通期見通しの営業利益の増減分析です。
半導体不足の回復遅れによるVOL減、及び想定を超える資材費の高騰が
見込まれるものの、売上構成差の改善、及び大幅な円安進行を受け、通
期見通しを上方修正いたします。

なお、下期の為替前提は、USドル135円、タイバーツ3.8円、オーストラ
リアドル92円に設定しております。
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最後に、23年3月期通期見通しの営業利益以下の説明です。
当期利益は、経常利益2,450億円から投資有価証券売却損益及び固定資産売廃却損益
等、法人税等、及び非支配株主に帰属する当期純利益を差し引き、1,400億円を見込
んでおります。
私からの説明は以上でございます。






